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「気になる子ども」の保護者への支援について : 
保育園・幼稚園における事例研究
































































1歳児 12名    各 1クラス（保育士は各クラス 2名で担当） 
2歳児 14名 
3歳児 9名      1クラス（1名の保育士で担当） 
4歳児 12名 
















     注意散漫・衝動性がある。 
     自分の体・気持ちがコントロールできない。 
     知的には平均より少し下（ボーダーライン）。 
     不器用で左右違う動きが苦手。 
     否定されることが多く、自信がない。 
     他児を巻き込んで、集団を乱す傾向がある。 
 
（２）エピソードで綴る事例の詳細 































    夕方、母親が迎えに来ると、靴を下駄箱から取るものの、かばんを部屋まで取りに行ったり、
帰り支度を母親が全部しないとすねたり、泣いて怒るなどの行動が見られる。 
    帰りには必ず今日給食のメニューを玄関に置いておくが、その容器の蓋を必ず触る。父親が迎
えのときはすぐに帰宅する。 
エピソード３：進級（2009年 5月、クラスが変わり担任も替わる） 
    登園時に、バスから降りて園に来る途中、（朝食は食べているのに）コンビニで唐揚げやウイ
ンナーを食べているので、母親に昼食に影響するので止めるようにアドバイスするが、ぐずるか






















































































（１）クラス編成 3歳児 １クラス 25名（担任１名、補助教諭 2名） 
4歳児 １クラス 35名（担任 1名、補助教諭 2名） 






















    Ｘ幼稚園に３歳で入園、４歳児クラスになってから登園拒否、退園する。 
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Some Factors to Consider When Providing Support to Parents / 
Guardians and Their Children with Worrisome Problems 
― A Case Study Based on the Past Experiences of Nursery School and Kindergarten Teachers ― 
 
Makiko ISONO・Atuko INOUE 
 
 
Our aim in this paper is to investigate the factors needed for a mutual understanding between caretakers (teachers of 
nursery schools and kindergartens) and children’s guardians (mainly their mothers) when supporting so-called “children 
with worrisome problems” by describing and analyzing the processes in the following three cases: 1) when supporting a 
mother was difficult, 2) when the communication among a guardian, a supporting institution and a kindergarten worked 
well, and 3) when the communication between a mother and a kindergarten did not function well. 
